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産業建設常任委員会の概要について 

（報  告） 

 
 

１．日  時   平成２６年１１月２１日（火） 

午 前  １０時００分  開 会 

午 前  １０時３９分  閉 会 

 

２．場  所   第２会議室 

 

３．出席委員   委 員 長  加 澤   明   副委員長  瀬 崎 雅 弘 

委  員  奥 本 菜保巳   委  員  西 村 盛 男 

委  員  小比類巻 正 規   委  員  森   三 郎 

議  長  小比類巻 雅 彦   副 議 長  野 坂 篤 司 

 

４．傍 聴 者   議  員  髙 橋 武 志 

 

５．事務局職員   事務局長  繫   範 雄   次  長  伊 澤   徹 

庶務係長  中 村 容 三   主  査  山 本   聡 

 

６．説 明 員   副 市 長                   米 田 光一郎 

経済部長                   大 澤 裕 彦 

参事兼産業政策課長              山 本   優 

企業立地推進室室長              皆 川   智 

産業政策課長補佐               石 坂 知 也 

企業立地推進室室長補佐            篠 田 浩 一 

 

７．事  件   （１）県道三沢十和田線のアーケードの撤去に係る進捗状況について 

（２）旧八戸工科学院三沢校を活用した公の施設の設置について 

 

９．会議概要 

加澤委員長：本日の会議は定足数に達しておりますので、会議は成立いたします。 

 ただいまから、産業建設常任委員会を開催いたします。 

 本日の案件は、経済部の所管する事務で、県道三沢十和田線のアーケード撤去に係る進

捗状況についてと旧八戸工科学院三沢校を活用した公の施設の設置についての２件を調査

してまいります。 

 初めに県道三沢十和田線のアーケードの撤去に係る進捗状況について、執行部の説明を

願います。 

山本参事兼産業政策課長：それでは県道三沢十和田線のアーケード撤去に係る進捗状況を
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御説明申し上げます。 

 当該アーケードの撤去及びこれに伴う施設の設置につきましては、本年８月２６日の当

委員会において状況報告をさせていただいております。その際は、経済産業省の補助事業

を活用して大町、銀座の商店会及び商工会がそれぞれお配りしている資料の事業主体とな

り、実施する方向で８月に申請していること。その補助割合が３分の２であることから残

りの３分の１については市が負担する方向で検討していること。事業の完了期限が平成２

７年１２月いっぱいであること。事業採択の可否は本年１０月中旬から下旬に予定されて

いること。また、採択された場合は、本年１２月の補正でその負担分を計上したいと考え

ていることなどを説明させていただきました。 

 しかし、その採択結果といたしましては資料のとおり、大町商店会及び銀座商店会につ

いては不採択、商工会の放送設備設置については採択との回答がまいりました。この採

択、不採択の基準及び理由について経済産業局に尋ねたところ回答できないとのことでし

たが、今後の補正の可能性については十分考えられるとのことでありましたので、三沢市

といたしましては、大町及び銀座商店会とともに再募集があった場合は再申請したいと考

えているところであります。なお、今後の再募集も含め経産省の補助事業による事業実施

がかなわなかった場合につきましても、アーケードの老朽化の状況を考えますと、できる

だけ早い時期に撤去することが望ましいと考えているところであります。 

 しかしながら、予算規模を考えますと市単独での事業実施は困難でありますので、何ら

かの補助、活用したいと考えております。その場合は、多少、実施時期がおくれることが

考えられますので御理解を願いたいと思います。また、商工会の放送設備設置につきまし

ては、本来アーケード撤去後に街路灯を設置し、その街路灯に取りつけたいと考えていた

ことから、今後、商工会等とその協議をしてまいりたいと考えております。 

 以上であります。 

加澤委員長：ありがとうございました。 

 ただいま説明をいただきましたが、御意見、御質問等はございませんか。 

 ございませんか。 

奥本委員：その理由を確認したところ、そんな詳しい回答がないということにちょっと腑

に落ちないといいますか、納得できない部分もあるのですが、老朽化して大変危険でもあ

りますし、切実な要求だったと思うのですけれども、それで不採択にしたということにな

るのではちょっと余りにも最初の計画の時点で、いいとおっしゃったのではないのかなと

いうふうに思わざるを得ないような感じなのですけれども、その理由については詳しいこ

とは言えないということだったのですが、考えられることってありますか。 

山本参事兼産業政策課長：この経産省の補助事業が１次募集、２次募集、３次募集とござ

いました。今回の８月の募集が３次募集ということで、この３次募集に当たって全国から

かなり集中して申し込みがあった。その中で予算の範囲内で採択、不採択が行われたとい

うことが考えられます。 

 以上です。 

奥本委員：ちょっと取り組みがおそかったのかなと、こう聞こえるのですけれども、今、

国のほうで公共施設等の老朽化対策ということで、その危険な建物に対する解体の費用を
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補助というものも盛り込まれているのですよ、国の政策として。今後もそういう部分でま

た視点を変えて、またそれに早急にやはり解体できるような形で進めていくのかどうか、

そこら辺をちょっとお聞きしたいと思います。 

山本参事兼産業政策課長：今、おっしゃったように、国の補助、補正等が、今、報道され

ているところでもございますので、その補正状況、それからまた、今、採択になったとこ

ろでも場合によっては、このままできないという場合もありますので、そういうことで予

算が余って再募集ということも補正以外にも考えられますので、その点等を含めて募集が

あった場合には当然、再募集に申請していくとと同時に、来年度以降も同じような事業が

あった場合には、それを含めましてどういう形が一番有利な形で持ち出し少なく事業が進

められるのかということも含めて検討しながら対応してまいりたいと思っております。 

加澤委員長：よろしいですか。 

奥本委員：はい。 

加澤委員長：ほかに。 

小比類巻（正）委員：補助事業が採択してもらえないということでありますけれども、ど

の程度、老朽化が進んでいるのか我々は把握できないのですけれども、確かに迷惑かけて

いるから大変危険な状態の箇所も見受けられます。そういう中で、先ほど答弁の中でもな

るべく補助を使っていきたいということなわけですけれども、今回、３次募集に応募して

これが不採択になったと。来年あるかないかと、これもまだ今のところはわからないとい

うことであります。そういう中でやっぱりそういう危険箇所に対しては早めに対処してい

かなければならないと思うのですよ。全面的に事業を進めたほうが一番、我々商店会、あ

るいは顧客の皆さん方もこの安全性を確保できないわけでありますけれども、そういう中

でやっぱりそういう部分を、今後、どうしてもそういう補助金がなければできないのか。

可能性として補助金が対象になる部分があるのか、そこのところは市のほうとしてはどの

ように考えておられるのか伺いたいと思いますけれども。 

山本参事兼産業政策課長：補助事業の可能性というところでは、今の経済産業省以外のも

のでも考えられるというふうに思っております。そこは事業の今まで進めている状況と

か、そういうのを含めて検討していくことになると思うのですが、先ほども申し上げまし

たように、これから出てくる補助も含めてできるだけ有利な補助金、これにのせられるよ

うな形で進めていきたいというふうに考えているところです。最終的に補助に全部がのら

ないということは考えられますけれども、一部は確実にのせてやっていけるというふうに

は考えておりますので、その辺を含めて事業実施を考えていきたいというふうに思ってお

ります。 

小比類巻（正）委員：でも、産業省ばかりでなくということでありましたけれども、だっ

たら２本立ててできなかったものかどうか。そこ辺りはどうなの。 

山本参事兼産業政策課長：今のこの経済産業省の補助金が８月いっぱいまでということで

金額の見積もりとか、そういうのをとる期間としてもかなりの期間を要したという部分が

ございますので、２本という形ではなくて、今、この補助金を活用するためにはという形

で進んでいった部分がございますので、今後は今言った経済産業省ばかりではなくそうい

う形で広くどの補助を活用することが、さらにいい形になるのかということも含めて補助
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事業にのれるような形の事業の展開を図っていきたいというふうに考えているところで

す。 

加澤委員長：ほかに。 

奥本委員：ちょっと確認したいのですけれども、今、やはり危険な状況である老朽化して

いるという観点から撤去を要望もあってすると思うのですけれども、今の現時点で大変危

険だという箇所というのはあるのかどうなのか。それぞれ応急的に対処されてきたと思う

のです、それまで。これからちょっと大雪も降るという季節柄、緊急に危険だというふう

な箇所を、今、把握されているのかどうか。それとも、今の時点ではそこまでいっていな

いかどうかというところだけちょっと確認させていただきたいと。 

山本参事兼産業政策課長：これまでも外側の鉄板とかが風で剥がれ落ちるというのが二、

三回あったということで、今、見る限りでどこがすぐそういうふうな状態になっているの

かというと、正直言ってそうなっていれば当然我々も対処はするのですが、そういうよう

なことが今までも起こってきている。見た限りではそういう形には、早急に、今、止めな

ければならない場所というのは見当たってはいないのですが、当然、今まで来ていること

からまず一つそういうことが考えられると。もう一つは、雨が降ると漏電という形で乾く

まで電気が通らない、街路灯としての役割を果たしていないという部分がございますの

で、その両面から撤去して、そして街路灯を設置しなければならないというような認識で

はおります。 

奥本委員：要望になるのですけれども、やはり今、これからさまざまな補助事業とか参加

されると思うのですけれども、やはり今、危ないというところはやっぱり建築住宅課さん

のほうと連携しながら、やはり絶対にけが人や火災なりということが絶対あってはならな

いことですので、それはしっかりとちゃんと管理していただきたいというふうに思いま

す。 

加澤委員長：それでは要望ということで、ほかに御意見ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

加澤委員長：それではないようですので、この案件につきましては必ず業者のほうもやる

ということで言いましたので、以前もお話ししましたけれども、補助金云々ということは

一番重要なことなのですけれども、早急にいろんな手法を考えて撤去できるような体制づ

くりをしてください。 

 続きまして調査事項の２件目、旧八戸工科学院三沢校を活用した公の施設の設置につい

て調査してまいります。 

 執行部の説明を願います。 

皆川企業立地推進室長：それでは旧八戸工科学院三沢校を活用した公の施設の設置につき

まして御説明申し上げます。 

 お手元に配付させていただきました３枚の計算のほうを御参照いただきたいと思いま

す。 

 まず、設置の背景につきまして御説明申し上げます。 

 この事業は三沢空港無料駐車場の拡幅に伴いまして、同敷地内に所在いたします一般財

団法人三沢市公園緑化公社の移転先といたしまして、現在、廃校となっております旧八戸
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工科学院三沢校及び同校の敷地を、現在、所有者であります青森県から三沢市が譲り受け

まして整備するものでございます。なお、同公社が使用しないスペースにつきましては三

沢市が公共用スペースとして活用いたしますとともに、当市への企業集積を見据えました

新たな先端的産業の研究施設、いわゆるインキュベーションセンターといたしまして設置

し、この施設を最大限に有効活用するものでございます。 

 施設の概要でございます。土地は２筆でございまして全部で７,１０８平米。家屋につ

きましては、３枚目のＡ３のほうの配置図のほうも御参照いただきたいと思いますけれど

も、全部で４棟ございます。校舎、体育館、その他、実習棟もございますけれども、及び

附属建物といたしまして、現在、物置となっております危険物貯蔵庫、そして車庫、合わ

せまして３,０２７.６２平米でございます。このうち緑化公社、三沢市のほうではＡ棟

の１階、Ｂ棟、Ｃ棟につきまして、また、Ａ棟の２階部分及びＤ棟につきましては研究施

設ということで使用ということで考えてございます。 

 所要経費でございますけれども、県との調整の結果、土地につきましてはこの面積で

１,２６８万２,０００円。建物につきましては１,９４８万３,２００円、合わせまして

３,２１６万５,２００円。また、家屋の整備事業費につきましては１億９,９９５万６,

６００円、合わせまして２億３,２１２万１,８００円となります。 

 そちらにつきましては２枚目の支出表のほうをご覧いただきたいと思います。 

 こちら本年度では、まず土地と建物のほうを県から取得いたします。合わせまして３,

２１６万５,２００円です。そして、建築工事、その他につきましては、どうしてもこれ

から皆様に御承認いただいた後に契約、その他発注等の手続がございますので、２６年度

中の工事の完成ということは物理的には難しいというふうに考えており、２７年度にわた

りまして工事関係につきましては、債務負担行為という形で経費をそれぞれ２６年度に４

割、２７年度に６割という形で考えてございます。２６年度の経費、三沢市の支出につき

ましては合計で１億１,０２４万６,２００円ですね。２７年度につきましては残りの分

の１億２,１８７万５,６００円。２カ年で２億３,２１２万１,８００円ということで考

えてございます。 

 簡単ではございますけれども、これが旧八戸工科学院三沢校の設置に関します施設の説

明とさせていただきます。何とぞよろしくお願いいたします。 

加澤委員長：ありがとうございました。 

 ただいま説明をいただきましたが、御意見、御質問等はございませんか。 

小比類巻（正）委員：今現在、この建物、学院が使用されているのかどうか、生徒数がい

るのか。 

皆川企業立地推進室長：県のほうから確認しましたところ年々、生徒数が減少していると

いうことで、県のほうでは平成２１年３月末で閉校となっております。こちら県のほうの

ホームページにも記載されておりました。担当者の方々は数年前に閉校となっておりまし

たけれども、２１年３月末で閉校となってございます。現在は全く使用されていない廃墟

となってございます。 

 以上です。 

小比類巻（正）委員：こういうのこそもう少し三沢市も活用して、やはり建築ですか、そ
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れから電気、それから着つけもやってたみたいですけれども、そういうふうなことで三沢

市の若い人方がやっぱりそういう技術を身につけるということで、大変重要な施設だった

のではないのかなという思いがしているのですけれども、少子化の関係、あるいは技術の

若干軽減というかそういうことから、現在もそういう部分でないと相応しないということ

でしょうけれども、それを生かして使用すると。でも、研究センターという名前はいいの

だよな。何の研究するのか、そこのところをちょっと。 

皆川企業立地推進室長：このいわゆるインキュベーションセンターでございますけれど

も、全国の自治体でも多々ございます。基本的に私ども企業立地推進室のほうで、これに

携わっているという背景には、一つに現在の三沢市の企業誘致そのものがなかなか遅々と

して進んでおりません。いろいろ各自治体とかと相談してといいますか、情報交換してい

る中で、自治体のほうでこういった企業を育ててはどうかという話も出ておりました。現

に中部地区のほう、実際に私のほうではもう名古屋地区のほうにちょっと参考にいろいろ

と勉強させていただいたのですけれども、ここの研究室なる、ネーミングはこれからまた

いろいろ変わってくるとは思うのですけれども、まずそこで新しい産業を起こすための事

業を研究していただいて、そして、行く末は三沢市のほうにそういった事業所を構えてい

ただいて、その事業の成果を、事業を展開していただきたいという思いがございます。そ

のためのこの工科学院の２階部分になりますけれども、そういった研究施設という名称で

考えております。基本的には事務所として当面はお貸しするというスタイルでございま

す。ただ、行く末は三沢市のほうにそういった新しい産業、それが何かというのは、これ

から公募の状況によりましてどういう職種の方がいらっしゃるかあれなのですけれども、

事業展開といたしましては、市としてはそのように考えてございます。 

 以上です。 

小比類巻（正）委員：今、聞くと他人様に貸すということですよね。やっぱり三沢として

はどういうものをメーンにしてそういう施設を存続していくのかということが、ただ単に

インキュベーションセンター、先端的産業の研究施設ということなのだけれども、我々に

してみればやっぱり市もかかわって、そして、やっぱりそこでこの雇用を創出するような

若い人方がそういう部分で、そういうところにそういう技術を求めるなり、将来を求めな

がらやっぱり努めていくというふうな感じはするのだけれども、今のところだとまだ具体

的に決まっていないということなのですけれども、やっぱり三沢市としてはやっぱり将

来、このいろいろ精密機器の会社なんかも来ていますけれども、そういうところとのタイ

アップしていく方向なのか、また別な感じでの新たなそういうよそから誘致企業みたいな

格好で持ってくる関係なのか、そこ辺りもちょっと不透明な部分があるのですよ。そこの

ところはどういうふうに考えているの。 

皆川企業立地推進室長：非常に抽象的な説明で大変申しわけございません。 

 今、委員さんおっしゃっていたみたく雇用の創出がまず第一でございます。ですので、

ですのでと申しますか、この研究施設を使っていただいて新しい産業を起こしていただい

て、それで事業所を三沢市の工業団地、その他の土地に展開していただく。当然そこに

は、期間はどれぐらいかかるかはその研究次第だと思います。ただ、市のほうとしては一

応、数年間はいろんな形で優遇をしてその企業様に研究を続けていただいて、そして、三



- 7 -

沢市で大きな事業を展開していただく、当然そこには市民の方の雇用というのも期待でき

ますものですので、そういう期待を込めながらこの施設というものを事業展開したいとい

うふうに考えてございます。 

小比類巻（正）委員：だから、産業を育成ということではなくて、やっぱり新たなそうい

う三沢航空産業の移設のこともここ数年やってきてますけれども、全然見えてこないわけ

ですよね。そういうこと一つ考えても、やはり三沢としては何をベースにしてそういう部

分をやっていくかということをやっていかないと、ただ幅広く研究施設では名前がよくて

将来性が夢に浮かんでくるのだけれども、やっぱりそれを現実にしてもらわないとやっぱ

り三沢のそういう持っている資源とか、技術とか、そういうものを生かすようなやっぱり

産業形成なり、そういう研究施設なりに結びついていかなければだめだと思うのですけれ

ども、そこのところをうまくこういう使われていない施設があれば、やっぱり支障も考え

ればやっぱりコストも安く済むし、そういうものを活かしながらやっぱり取り入れて積極

的な活用していってもらいたいと思います。あとはいいです。 

加澤委員長：要望でよろしいですか。 

小比類巻（正）委員：はい。 

加澤委員長：ほかにございませんか。 

奥本委員：これ、県の建物で県の所有だったと思うのですけれども、これまで県が所有す

ることによって三沢市に入ってきている部分の収入といいますか、収益というのもあった

んですか。 

 これ、今回、取得費というのは、これ県に払っていることになるんですか。これは無償

で県が自分たちの事業で、それで困ったから、じゃあ、三沢市に何とかしてくれというよ

うなふうな感じにも受け取れるのですよ。たまたま緑化公社なり、これから研究施設、

ちょっと誘致にかかわるような会社からのオファーがあって、あっ、じゃあ、ちょうどそ

こを使うかみたいな、そういうふうな感じにも受け取られるのですけれども、その点につ

いては。 

大澤経済部長：公共的使用する部分については無償でいただくことになっています。ただ

し、説明の中にあったインキュベーションセンターについては一応有償で貸すものですか

ら、その有償で貸す部分については有償で県が譲るとのことで、かなりの本当の金額が書

かれるその有償部分についてだけを有償にすると。三沢市が有償で貸す分だけは値段がつ

くけれども、公共的施設については無償で譲渡していって結果的にこの金額になっていま

す。 

奥本委員：ちょっと私、内容のそこはちょっとよくわからないので素人的に一般的な考え

方でいくと、県が使い道に困っていたものを無償で三沢市に使ってくださいよと。そうし

たら、あとはどれだけ使おうが三沢市の自由ではないのかな思うのですが、そこに何が入

るから、じゃあ、県の予算から見るとちょっと金額的にもそんな高額ではないのですよ

ね。それを何でここでこだわって払わないといけないのかなというところがちょっと納得

できない部分なので、やはり、ここは全部ですけど、有償で貸そうが、まず県からそのま

ま譲り受けているのですから、やっぱりそこはこれから県もその建物を維持する部分とい

うのは経費が浮くわけですよ、県としては。それを三沢市に持っていこうというわけには
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いかない。そこはしっかりと交渉してやっていくのも別に法律に触れるわけではないと思

います。 

米田副市長：土地と家屋の取得に関しまして、原則は県のほうでは不要になったものは公

売にかけます。民間を含めて金額これこれで買うところはないかと。その結果、決まりま

す。ただ、その場合は現在の価格の大体３倍、鑑定結果での金額ですから３倍ぐらいにな

ります。市が買う場合は公共施設にあるということで県の条例に基づいて割安で買える。 

 この土地、建物につきましては、ちょうどこのインキュベーションセンターとか、緑化

公社の跡地、さらには現在、天ヶ森の場所なんかに公文書をたくさん置いていて、その場

所を探しておりました。県で公売するのを待ってもらって三沢市が予算化できたらそのと

きは手を挙げるから、公売ちょっと待ってくれという交渉をしまして現在に至っておりま

す。そのため若干工事費等についても通常よりも安全性を高めておりますので、若干高い

かなという気もしますが、県の施設でありますので、それを全部使えるものは使ってとい

うふうな判断をしております。ですから、県で要らなくなったから三沢に押しつけたのと

は逆の考え方です。 

奥本委員：じゃあ、そういうふうに私としてはやはりちょっと受け取ってしまうような部

分もあるんですね。じゃあ、公売にかけたから、じゃあ、県としては公売にかける予定が

あったということですか。 

米田副市長：ありました。 

奥本委員：それでも、例えば、公売にかけて県のほうにそうやって入札でどのぐらいなの

かわかりませんけれども利益になると。それよりも三沢市で使っていただきたいという部

分で、多少なりとも利益を削っても三沢市さんを優先するという形で県がやってくれたの

かもしれないのですけれども、理由がいろいろあると思うのですが、それでもやはりそこ

まで県のほうが配慮していただけるのであれば、ここはやはりきちっと全てにおいてもっ

と反映していただくというふうな交渉ができなかったのか。 

米田副市長：まず公売にかかった場合、三沢も参加できます。ただ、額については今の金

額の大体３倍ぐらいの基準で、ほかの一般の会社等と同じような資格で三沢も参加して手

を挙げられるのですけれども、県の条例の規定によりまして、その前に自治体の意向があ

るのであれば、そっちに配慮しなさいという規定に基づいて今回のこのような内容になっ

ております。ですから、県が・・・。 

奥本委員：そういう理由ではなく、理由が何であろうが全て県にそこまで来たらやっぱり

全部一緒で提供していただくという交渉を強く要望するべきでは。 

米田副市長：交渉も県の条例の中で公共施設については半分までまけられるとか、こうい

う用途の場合は３分の１までまけられるとか、そういう規定を企業誘致のほうと管財のほ

うで研究しまして、それに基づいて何度も何度も交渉して３分の１まで下げた経過がござ

います。 

 以上です。 

奥本委員：やはり三沢市も、今、さまざま国際スポーツセンターとか、それから市営住宅

とか、これから今後も公共施設を建てるというふうなことがあって、今、そのアーケード

もそうですけれども、老朽化、すごいお金がかかるのですよ。またさらにこの建物を所有
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するというリスクの部分をちょっともっとしっかりとやっぱり考えて、もちろん緑化公社

さんなりいろんなところで施設を探しているということもあるのですが、やはりその建物

自体を維持管理していくという、今後、長い目で見たときも、そういうリスクといいます

か、そういう財政的な部分というのをしっかりと考えていかないと、これからはやはり厳

しい財政事情というのは今の国の１,０００兆円超える借金があるとかということで、ど

んどん地方交付税も削られてくるだろうということも予想されるわけですよ。 

 そういう中でどうやってこの維持管理をやっていくのか、やっぱり収益を上げるような

形をとって、それで賄えるような政策というのがこれからすごく重要になってくると思い

ます。その中でやはり３分の１まで削っていったというのではなく、できる限り努力して

お金をかけないようにということでやっていただきたいという思いから、今、こういうふ

うに聞いているのですけれども、今後、ここの部分の維持管理という部分の経費というの

は見込めるんですか。 

皆川企業立地推進室長：お答えいたします。 

 まず、２階インキュベーションセンターの部分ということなのですけれども、こちらは

もう個別に、この経費というのもかなり内装にこだわっておりまして、その２階の研究施

設部分ですね。空調、それから電気等も基本的にそこに……。（「聞いているの違う」と

発言する者あり）ランニングコストの話。 

奥本委員：ちょっと抽象的です。 

大澤経済部長：維持管理については市が持ち出しはございません。入居になった方たちが

全て持ちますので、そちらのほうの心配はございません。 

奥本委員：そうすると、ちょっと確認したいのが、例えば、今、研究施設みたいに家賃な

どを貰って、それから緑化公社なり全てのところから家賃収入があるというふうな部分

と、あと、光熱費とか、さまざまな経費というのはそれぞれで負担していく。もちろんさ

まざまな税収もあると思うのですね、固定資産、所有する。そういうことも入るわけです

か。それで賄えるというふうに認識してよろしいでしょうか。 

大澤経済部長：取得費とか、建築費はもうそのまま必要経費で終わって、あと、ランニン

グコストはかかりませんということです。もちろん三沢市が税収はございませんし、要す

るに必要なこれから建物の維持管理にかかるランニングコストはゼロですという意味で

す。 

奥本委員：済みません、ちょっと勉強不足で申しわけありません。 

 それで、このランニングコストはかからないと。その補修なり建物の劣化に対する所有

が三沢市ですから、例えば、塗装なりだとか、そういう部分の補修費をそこで賄えるとい

うふうに考えていいわけですか。 

大澤経済部長：将来にかかわる補修費については当然所有者である三沢市が持ちますけれ

ども、それは家賃収入等で計算して将来的にかかる経費をストックしてという感じになり

ます。 

加澤委員長：ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

加澤委員長：以上で本日の案件は全て終了いたしました。 
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 執行部の皆さんには、ただいま委員から出されました意見等も参考にしていただき、今

後の事務事業が円滑に進められるよう努めていただきたいと思います。 

 なお、この所管事務調査については、第４回定例会で委員会報告をすることになりま

す。これについては正副委員長に一任願いたいと思います。よろしいですか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

加澤委員長：それでは、そのようにさせていただきます。 

 それでは、これをもちまして、産業建設常任委員会を閉会いたします。 

 なお、経済部長のほうからちょっとお知らせしたいことが１件、２件ぐらいあるという

ことで。 

大澤経済部長：貴重なお時間を頂戴してちょっとお知らせをしたいと思います。 

 ニュース等でもう御存じかと思いますが、来年、十和田市でＢ－１グランプリが開催さ

れます。去る１０月１日に十和田市のほうからＢ－１グランプリを来年開催するに当たっ

て近隣市町村に御協力いただきたいということで、今、お配りしたＡ４、一枚物ですが、

実行委員会が立ち上がりました、１０月１日の。大会委員長が知事の予定で、大会長は十

和田市長、副大会長が十和田市議会の議長ということで、この実行委員会の委員長は十和

田商工会議所の会頭ということで委員会が立ち上がりました。 

 三沢市につきましては、参与で商工会長が参与になりまして、委員として経済部長が

なっているという状況でございます。（「観光協会の会長も入るの」という発言あり）観

光協会の会長も参与で入っています。大変失礼しました。 

 それで、来年いつ開くかということがまだ決まっていませんで、１２月に第２回目が開

いたときに詳しいことが決まると思いますが、近隣市町村にも御協力をお願いしますとい

うことでしたのでお知らせをいたします。 

 以上です。 

山本参事兼産業政策課長：今年最後のまんぷく祭りが１２月７日にございます。ホッキ丼

の事業が１２月１日から始まり、そのキャンペーンもかねた形のものになって、あと、東

奥日報の食の魅力発見という事業とタイアップした形で実施される週には３回ほど新聞に

も載って宣伝されますので、皆様もぜひ参加してください。 

大澤経済部長：済みません、追加で９月補正で５０万円つけていただきました観光素材活

用と一緒のあれで、昨日出ていますけれども、その中にこのまんぷく祭りで無料提供のス

ターゼンとプライフーズの食品の提供とか。次の日の１２月８日に、多分、東奥日報に大

々的に出ると思いますのでぜひご覧ください。（「冊子はまだ入っていないんだよね」と

発言する者あり）これ、今日刷り上がったばかりでしたので、これから近くなったら入れ

ます。（発言する者あり） 

加澤委員長：ありがとうございました。 

午前１０時３９分 閉会   

 

以   上 

 

委 員 長   加 澤   明  


